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付
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衆
議
院
議
員
寺
田
学
君
提
出
国
際
武
力
紛
争
に
お
け
る
先
制
攻
撃
の
違
法
性
判
断
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
四
条
第
五
号
は
、
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
及
び
確
立
さ
れ
た
国

際
法
規
の
解
釈
及
び
実
施
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
旨
規
定
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
の
所
掌

事
務
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
「
武
力
の
行
使
」
は
、
あ
く
ま
で

も
、
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年

七
月
一
日
閣
議
決
定
）
で
お
示
し
し
た
「
武
力
の
行
使
」
の
三
要
件
に
該
当
す
る
場
合
の
自
衛
の
措
置
と
し
て
の
「
武
力
の

行
使
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
同
閣
議
決
定
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
我
が
国
に
よ
る
「
武
力
の
行
使
」
が
国
際
法
を

遵
守
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
国
際
連
合
憲
章
（
昭
和
三
十
一
年
条
約
第
二
十
六
号
。
以
下
「
国
連
憲
章
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
自
衛
権
の
発
動
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
武
力
攻

撃
が
発
生
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
国
家
が
自
衛
権
を
援
用
し
て
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
国
際
法
上
合
法

一



と
は
言
え
ず
、
そ
の
要
請
又
は
同
意
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
に
我
が
国
が
国
際
法
上
集
団
的
自
衛
権
を
根
拠
と
す
る

「
武
力
の
行
使
」
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
共
和
国
に
対
す
る
武
力
行
使
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
す

る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
武
力
行
使
を
認
め
る
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議

第
六
百
七
十
八
号
、
第
六
百
八
十
七
号
及
び
第
千
四
百
四
十
一
号
を
含
む
関
連
す
る
決
議
に
合
致
し
、
国
連
憲
章
に
の
っ
と

っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
国
際
法
上
合
法
な
武
力
の
行
使
で
あ
る
と
考
え
る
。

二


